
富山県による『呉羽山断層帯被害想定』の見直し （平成２３年６月公表）

富山県が、県内の最新の建物構造の状況や、国の地震研究に関する最新の知見など
をふまえ、揺れや地震火災等による人的被害、建物被害の想定を見直しました。

〔参考〕 ３０年以内に呉羽山断層帯による地震が発生する

確率Ｍ７．４ 程度 ほぼ０％～５％ （全国第２０位）

（地震調査研究推進本部 平成２１年７月）
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射水市の主な被害想定


